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適度な自然光を取り込み、明るい空間を確保する。

太陽光
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風通しが良く
潮風を感じることができる。

《 concept 》

旅路の合間のひととき……

潮騒や潮風、差込む⽇差しを感じながら、

ココロとカラダを癒し、解きほぐせる空間を提案する。 《 plan 》

待機スペースは､多くの⼈が利用できるように大空間とし､城跡をイメージさせる
琉球⽯灰岩をまとった柱と､大判で波打つような､⾼さの異なるRC屋根で解放感と
安⼼感､迫⼒のある空間を演出した｡
配置するベンチは可動式とすることで、空間の自由度が⾼くなる。
⾼さの異なる５枚の屋根は、各々の隙間から光が差し込み、風が吹き抜け、
⾬をしのぎながらも、明るい大空間を創り出す。

荷捌きスペースの上部にトップライト、壁⾯にはスリットを設け、待合スペース
とはゾーニング分けをしつつも、明るく開放的な空間としている。
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▼

概要

床⾯積： 待 機 スペース 359.80ｍ2
荷捌きスペース 134.40ｍ2

構 造：鉄筋コンクリート造

仕上げ
天 井：コンクリート打放し+塗装
壁 ：コンクリート打ち放し
柱 ：琉球⽯灰岩
床 ：土間コンクリート⾦ゴテ仕上
トップライト：複層ポリカーボネイト
                          （半透明）

配置計画
待機スペースは既存旅客待合所⼊⼝とアクセスのよい東側に配置した。
荷捌きスペースは⻄側に配置し、コンテナを⻄側１列に並べることで
⻄⽇対策・強風時の⾬・風を防ぐ効果を持たせた。
壁⾯には花形ブロックを使用することで沖縄らしさと通気性のよさを
両⽴し待合時の癒しとなるよう計画した。
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動線計画
既存旅客待合所⼊⼝と待機スペースが隣接しているため⼈の流れが
既存旅客待合所利用時と同様の流れで利用することができる。
コンテナを移動する際には、フォークリフトは北側通路から荷捌き
スペース北⾯に付けコンテナを外側から持ち上げることにより待機
スペースにフォークリフトが進⼊することなく作業を完了すること
ができ、安全⾯にも配慮した計画となっている。


